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Ⅰ．調査の概要 

 

１、調査の目的 

 松阪市の人口静態・動態事象を把握し、保健施策の基礎資料を得ることを目的とする。 

 

２、調査の方法 

① 人口静態統計は、令和４年 10 月 1 日現在の松阪市役所環境生活部戸籍住民課の住民基本台

帳を用いて作成した。 

② 人口動態統計は、市町の人口動態調査票による集計結果を三重県健康福祉部のホームページ

で公表されたデータを用いた。 

人口動態統計は、統計法による指定統計として「戸籍法」及び「死産の届出に関する規定」に

より届けられた出生、死亡、婚姻、離婚及び死産の届出書から、「人口動態調査令」に基づき、

市町村長が作成した各調査票をとりまとめたうえ分類・集計したものである。 

 人口動態統計は、調査票をもとに人口の動的事象を統計的に把握したものであるが、保健

衛生、医療対策面はもとより、行政施策の基礎資料として広範囲に活用される基本的な統計

である。 

（１）令和３年年計は、令和３年 1 月 1 日から令和４年 1 月 14 日までに市町村に 

届けられたもののうち、令和 3 年中に事件が発生したもののみをとりまとめた。 

  （２）日本において発生した、日本人に関する事件を集計した。 

  （３）出生、死亡及び死産は、本県に住所を有するもの。 

  （４）婚姻は夫の住所が本県のもの。 

  （５）離婚は別居する前の住所が本県のもの。 

     ただし、離婚のうち調停、審判及び判決による離婚は、裁判確定の年月日をもって法 

     的に成立するので、同確定日が令和３年中のものについてのみ収録した。 
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３、用語の解説 

○ 人 口 静 態：特定の時点でとらえた人口の大きさや構造をあらわしたもの 

（毎年 10 月１日現在） 

○ 人 口 動 態：出生・死亡による人口変動（自然動態）と人口移動による変動（社会動態） 

とによる人口数・人口構造の変化。時点ではなく、特定の期間を推定してい

て人口の大きさや構造をあらわしたもの。 

○ ３ 区 分 別 人 口：年少人口（0～14 歳）、生産年齢人口（15～64 歳）、老年人口（65 歳以 

上） 

○ 高 齢 化 率：65 歳以上人口が総人口に占める割合 

○ 自 然 増 減 数：出生数から死亡数を減じたものをいう。 

○ 乳 児 死 亡：生後 1 年未満の死亡をいう。 

○ 新 生 児 死 亡：生後 4 週（28 日）未満の死亡をいう。 

○ 早期新生児死亡：生後 1 週（7 日）未満の死亡をいう。 

○ 死     産：妊娠満 12 週（妊娠第 4 月）以後の死児の出産をいい、死児とは、出産後 

において心臓膊動、随意筋の運動及び呼吸のいずれも認めないものをいう。 

○ 周 産 期 死 亡：妊娠満 22 週（154 日）以後の死産に早期新生児死亡を加えたものをいう。 

（比率の説明） 

概要及び統計表に用いた比率 1） 

○ 出  生  率：年間出生数÷10 月 1 日現在人口☓1,000 

○ 死  亡  率：年間死亡数÷10 月 1 日現在人口☓1,000 

○ 自 然 増 減 率：自然増加数÷10 月 1 日現在人口☓1,000 

○ 乳 児 死 亡 率：年間乳児死亡数÷年間出生数☓1,000 

○ 新生児死亡率  ：年間新生児死亡数÷年間出生数☓1,000 

○ 周産期死亡率 ：年間周産期死亡数÷（年間出生数＋年間の妊娠満 22 週以後の死産数） 

☓1,000 

○ 妊娠満 22 週以後の死産率：年間の妊娠満 22 週以後の死産数÷（年間出生数＋年間の妊娠 

満 22 週以後の死産数）☓1,000 

○ 死  産  率：年間死産数÷年間出産数（死産数＋出生数）×1,000 

○ 早期新生児死亡率：年間早期新生児死亡数÷年間出生数☓1,000 

○ 婚  姻  率：年間婚姻届出件数÷10 月 1 日現在人口☓1,000 

○ 離  婚  率：年間離婚届出件数÷10 月 1 日現在人口☓1,000 

○ 合計特殊出生率：（母の年齢別出生数÷同年齢の女子人口）の 15 歳から 49 歳までの合計 2） 

○ 年齢調整死亡率：｛観察集団の年齢階級別死亡率×年齢階級別基準人口｝の各年齢階級の 

（旧訂正死亡率） 総和÷基準人口の総数３）×100,000 

 

１）比率の算出に用いた人口は、令和３年 10 月 1 日現在推計人口（総務省統計局）及び 

三重県月別人口調査結果（三重県戦略企画部統計課）による。 

２）都道府県別及び市町村別の値は、5 歳階級で算出し、5 倍したものを合計している。 

３）平成 27 年モデル人口による。 
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Ⅱ．結果の概要 

 

１、人口静態（令和４年 10 月 1 日現在） 

・ 総人口は 159,423 人、世帯総数は 74,423 世帯。 

・ １年間の総人口は 1,526 人減少、世帯総数は 120 世帯増加。 

・ 年少人口（0～14 歳）は 19,090 人（11.9％）、生産年齢人口（15～64 歳）は 91,914 人

（57.6％）、老年人口（65 歳以上）は 48,419 人（30.3％）。 

 

２、人口動態（令和 3 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

① 出生数 

・ 出生数は 996 人、前年より 63 人減少。 

・ 出生率（人口千対）は 6.3。全国の出生率 6.6、三重県 6.4。 

・ 合計特殊出生率は 1.35。全国 1.30 と三重県 1.43。 

 

 

② 死亡数 

・ 死亡数は 2,065 人、前年より 135 人増加。 

・ 死亡率（人口千対）は 13.1 で前年の 12.1 を上回る。全国の死亡率 11.7、三重県 12.7。 

・ 死因別死亡数は、第１位は悪性新生物 473 人で死亡総数の 22.9％を占める。第 2 位は心疾

患 320 人（15.5％）、第 3 位は老衰 282 人（13.7％）。 

 

③ 自然増減数 

・ 自然増減数（出生数から死亡数を減じたもの）はマイナス 1,069 人。前年のマイナス 871 人

より 198 人増加。平成 17 年から 17 年連続してマイナス。 

 

④ 婚姻・離婚数 

・ 婚姻件数は 571 組。前年より 38 組減少。 

・ 婚姻率（人口千対）は、3.6。前年は 3.8。全国の婚姻率 4.1、三重県 3.8。 

・ 離婚件数は 235 組。前年より 31 組減少。 

・ 離婚率（人口千対）は、1.5 で前年より減少している。全国の離婚率 1.5、三重県 1.5。 
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Ⅲ．調査の結果 

１．人口静態（令和 4 年 10 月 1 日現在） 

（１）総人口 

令和4年10月１日現在の松阪市の総人口は159,423人である。平成20年の総人口171,388

人をピークに減少し、令和 3 年 10 月から令和 4 年 9 月までの 1 年間で 1,526 人減少した。 

 

図１．人口の推移 

 

表１．管内別人口と推移（人） 

 

 

 

  ※住民基本台帳（10 月 1 日）による。 

ただし H17 年は、国勢調査結果による。 
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（２）年齢別人口 

 

令和 4 年 10 月１日現在の松阪市の年齢別人口をみると、第 1 次と第 2 次ベビーブーム期にあ

たる 70～74 歳と 45～49 歳区分の人口が多い。近年は、昭和 46～49 年の第２次ベビーブー

ム期をピークとして出生数が年々減少してきている。 

 

図２．人口ピラミット 
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（３）年齢３区分別人口 

令和 4 年 10 月１日現在の松阪市の年少人口（0～14 歳）は 19,090 人、生産年齢人口（15

～64 歳）は 91,914 人、老年人口（65 歳以上）は 48,419 人であった。高齢化率（65 歳以上

の高齢者が人口に占める割合）は 30.3％であった。 

 

表 2．年齢３区分別人口 

 

 

図３．年齢３区分別人口割合の推移 

 

 

図４．管内別の年齢３区分別人口割合 

（人） （％） （人） （％） （人） （％）

松阪市 159,423 19,090 11.9 91,914 57.6 48,419 30.3

本庁管内 117,691 13,743 11.6 68,529 58.2 35,419 30.0

嬉野管内 19,360 2,484 12.8 10,894 56.2 5,982 30.8

三雲管内 14,920 2,328 15.6 9,196 61.6 3,396 22.7

飯南管内 4,255 352 8.2 2,019 47.4 1,884 44.2

飯高管内 3,197 183 5.7 1,276 39.9 1,738 54.3

総数（人）
年少人口 生産年齢人口 老年人口
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（４）世帯数 

令和 4 年 10 月１日現在の松阪市の世帯総数 74,423 世帯、１世帯当たり平均世帯人員は 2.14

人である。令和 3 年 10 月から令和 4 年 9 月までの 1 年間で、世帯総数は 120 世帯増加した。 

 

 

表３．人口と世帯数、1 世帯あたり人員の推移 

 

図５．人口と世帯数、１世帯あたり人員の推移 

 

表４．管内別の人口と世帯数、１世帯あたり人員一覧 
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２．人口動態（令和 3 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

※率の算出：分母に用いた人口は、総務省統計局「令和 3 年 10 月 1 日現在推計人口」の三重県内の日本人 

      人口（松阪市総数 159,423 人、男 76,751 人、女 82,672 人）を用いている。 

 

１〕人口動態の概況 

令和 3 年の一年間の出生数は 996 人、死亡数は 2,065 人であり、自然増減数はマイナス 1,069

人であった。平成 17 年以降、死亡率が出生率を上回り、自然増減数はマイナスである。 

表５．人口動態一覧 

 

 

 

図６．出生数と死亡数の推移 
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２〕出生 

 

（１）出生数・出生率 

令和 3 年の出生数は、996 人（男児 494 人、女児 502 人）で、前年の出生数 1,059 人より

63 人減少し、出生率（人口千対）は 6.3。 

 

表６．出生数と出生率 

 

 

（２）出生率の推移 

松阪市の出生率は、近年、全国・三重県と同様に減少傾向である。 

 

 

図７．出生率の推移 
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（３）合計特殊出生率 

令和 3 年の合計特殊出生率は、1.35 で前年の 1.39 を下回った。 

 

 

図 8．合計特殊出生率の推移 

 

 

（４）母親の出産年齢 

令和 3 年の母親の出産年齢別の割合は、30 歳～34 歳が 32.3％で最も多かった。 

 

 

図 9-①．母親の出産年齢             図 9-②．母親の出産年齢の割合 
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（5）出生体重 

令和 3 年の出生数 996 人（男児 494 人、女児 502 人）のうち、2,500ｇ未満の低出生体重

児は 121 人で、割合は 12.1％であった。また、1,500ｇ未満の極低出生体重児は 6 人（0.6％）

であり、1,000ｇ未満の超低出生体重児は、1 人（0.1％）であった。 

 

 

図 10．出生体重別人数 
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３〕死 亡 

 

（１）死亡数・死亡率 

令和 3 年の一年間の死亡数は 2,065 人で、前年の死亡数 1,930 人より 135 人増加した。う

ち男性 1,061 人、女性 1,004 人であった。人口千人に対する粗死亡率（以下、死亡率）は 13.1

で、前年の 12.1 を上回った。 

年代別の死亡数をみると、80～89 歳が 761 人（36.9％）と最も多かった。 

表７．死亡数・率と 65 歳以上の死亡状況 

 

図 11．年齢別死亡人数の割合 

 

（２）死亡率の推移 

 人口の高齢化の影響により、上昇傾向にある。 

図 12．死亡率の推移 
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（３）死因別死亡数・年齢調整死亡率 

令和 3 年の主要死因は、悪性新生物（22.9％）、心疾患（15.5％）、老衰（13.7％）、その他呼

吸器系疾患（6.2％）の順であった。令和 2 年の死因別死亡数と比較すると第 1～4 位までの順位

に変化はなく、肺炎と脳血管疾患の順位が入れ替わった。また、全国的な傾向と同様に第９位にア

ルツハイマー病、第 10 位に血管性及び詳細不明の認知症が加わった。 

  

 表８-①．死因別死亡数と年齢調整死亡率（人口 10 万対）      図 13．死亡総数に占める割合 

 

 

表 8-②．男女別の死因別死亡者数と年齢調整死亡率（人口 10 万対） 

 

。 

 

死　因 人数
年齢調整

死亡率

1 悪性新生物＜腫瘍＞ 473 247.40

2 心疾患(高血圧性を除く) 320 154.84

3 老衰 282 121.10

4 その他呼吸器系の疾患 129 63.29

5 肺炎 117 56.39

6 脳血管疾患 110 56.13

7 腎不全 61 30.10

8 不慮の事故 47 23.53

9 アルツハイマー病 42 19.45

10 血管性及び詳細不明の認知症 39 17.83

‐ その他 445

総計 2, 065 1020. 24

全　体

順位

男性

死因 人数
年齢調整

死亡率
死因 人数

年齢調整

死亡率

1 悪性新生物＜腫瘍＞ 280 361.67 1 老衰 200 120.90

2 心疾患(高血圧性を除く) 167 224.85 2 悪性新生物＜腫瘍＞ 193 172.23

3 その他呼吸器系の疾患 82 106.86 3 心疾患(高血圧性を除く) 153 110.92

3 老衰 82 126.11 4 脳血管疾患 53 42.92

4 肺炎 73 98.14 5 その他呼吸器系の疾患 47 35.04

5 脳血管疾患 57 76.83 6 肺炎 44 30.33

6 腎不全 35 51.05 7 不慮の事故 26 21.17

7 不慮の事故 21 28.39 8 腎不全 26 18.69

8 アルツハイマー病 17 24.62 9 血管性及び詳細不明の認知症 25 16.55

8 大動脈瘤及び解離 17 22.90 10 アルツハイマー病 25 16.72

8 自殺 17 22.14 ‐ その他 212

‐ その他 213 総計 1004 757. 6

総計 1061 1426. 23

順位 順位

女性
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（４）年齢調整死亡率の比較 

松阪市の年齢調整死亡率は、三重県と比較すると心疾患、その他呼吸器系の疾患、肺炎、腎不全、 

アルツハイマー、血管性及び詳細不明の認知症が多かった。 

 

表９．年齢調整死亡率の比較 

 

 
※「心疾患」は、「心疾患（高血圧性を除く）」である 

※その他の呼吸器系の疾患は誤嚥性肺炎、間質性肺炎、その他呼吸器の疾患を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢調整死亡率

死亡数 総数 男 女 総数 男 女

1 悪性新生物＜腫瘍＞ 473 247.40 361.67 172.23 267.69 381.06 190.01

2 心疾患 320 154.84 224.85 110.92 144.50 198.34 106.30

3 老衰 282 121.10 126.11 120.90 128.87 125.59 127.83

4 その他の呼吸器系の疾患 129 63.29 106.86 35.04 56.27 98.16 31.84

5 肺炎 117 56.39 98.14 30.33 49.21 82.73 29.73

6 脳血管疾患 110 56.13 76.83 42.92 72.23 91.16 57.66

7 腎不全 61 30.10 51.05 18.69 22.31 33.11 16.25

8 不慮の事故 47 23.53 28.39 21.17 24.98 36.66 17.24

9 アルツハイマー 42 19.45 24.62 16.72 12.49 12.07 12.37

10 血管性及び詳細不明の認知症 39 17.83 20.55 16.55 15.41 16.14 14.72

その他 445

総計 2065 790.06 1119.07 585.47 793.96 1075.02 603.95

三重県

男女別

松阪市

男女別
死因順位

年齢調整死亡率
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（５）死因別死亡数の推移 

松阪市の死因別死亡の推移をみると、悪性新生物と心疾患の順位の変化はない。 

 全国的な傾向と同様に老衰の順位が高くなり、脳血管疾患の順位が低下している。 

 

図 14．死因別死亡数の推移 
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（６）死因別死亡 

表 1０．死因別死亡一覧（人）（R3） 

 

 

 

病　　名 死因簡単分類コード 死亡数 男性 女性
腸管感染症 ０1100 6 4 2
結核 ０１200 1 ‐ 1
敗血症 01300 10 5 5
ウイルス性肝炎 01400 2 1 1
ヒト免疫不全ウイルス（HIV）病 01500 ‐ ‐ ‐
悪性新生物＜腫瘍＞ 02100 473 280 193
その他の新生物＜腫瘍＞ 02121 18 10 8
貧血 03100 5 1 4
糖尿病 04100 16 6 10
血管性及び詳細不明の認知症 05100 39 14 25
髄膜炎 06100 1 1 ‐
脊髄性筋萎縮症及び関連症候群 06200 2 1 1
パーキンソン病 06300 16 9 7
アルツハイマー病 06400 42 17 25
眼及び付属器の疾患 07000 ‐ ‐ ‐
耳及び乳様突起の疾患 08000 ‐ ‐ ‐
高血圧性疾患 09100 11 3 8
心疾患（高血圧性を除く） 09200 320 167 153
脳血管疾患 09300 110 57 53
大動脈瘤及び解離 09400 28 17 11
インフルエンザ 10100 ‐ ‐ ‐
肺炎 10200 117 73 44
急性気管支炎 10300 1 1 ‐
慢性閉塞性肺疾患 10400 20 16 4
喘息 10500 1 ‐ 1
その他の呼吸器系の疾患 10600 129 82 47
胃潰瘍及び十二指腸潰瘍 11100 2 1 1
ヘルニア及び腸閉塞 11200 6 3 3
肝疾患 11300 17 11 6
皮膚及び皮下組織の疾患 12000 2 ‐ 2
筋骨格系及び結合組織の疾患 13000 9 2 7
糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患 14100 6 1 5
腎不全 14200 61 35 26
妊娠、分娩及び産じょく 15000 ‐ ‐ ‐
周産期に発生した病態 16000 ‐ ‐ ‐
先天奇形、変形及び染色体異常 17000 ‐ ‐ ‐
老衰 18100 282 82 200
乳幼児突然死症候群 18200 ‐ ‐ ‐
不慮の事故 20100 47 21 26
自殺 20200 29 17 12
他殺 20300 ‐ ‐ ‐
その他の特殊目的用コード（新型コロナウイルス感染症） 22200 10 7 3
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（７）悪性新生物の部位別死亡 

 

表 1１-①．悪性新生物の部位別死亡 

 

 

 

表 1１-②．男女別の悪性新生物の部位別死亡 
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（８）不慮の事故の内訳と比較 

松阪市では、三重県と比較すると転倒・転落、交通事故、煙・火及び火災への曝露、有害物質

による不慮の中毒及び有害物質への暴露による死亡割合が多くなっている。 

 

表 1２．不慮の事故の内訳と比較 

 

 

 

 

（９）「新型コロナウイルス感染症」による年齢調整死亡率の比較 

今年度より、令和２年から死因欄に「その他の特殊目的用コード」（新型コロナウイルス感染症

等）＊が追加されたデータの集積が可能となった。令和 3 年度の新型コロナウイルス感染症による

年齢調整死亡率は、松阪市 5.14％、三重県 7.81％であった。 

 

表１３．「新型コロナウイルス感染症」による年齢調整死亡率の比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実人数

（人）

割合

（％）

実人数

（人）

割合

（％）

実人数

（人）

割合

（％）

転倒・転落 15 31.9 152 28.8 10,202 26.6

交通事故 8 17.0 71 13.5 3,536 9.2

不慮の溺死及び溺水 5 10.6 62 11.8 7,184 18.7

不慮の窒息 10 21.3 128 24.3 7,989 20.8

煙・火及び火災への曝露 1 2.1 5 0.9 930 2.4

有害物質による不慮の中毒及び有害物質への曝露 1 2.1 2 0.4 522 1.4

その他の不慮の事故 7 14.9 107 20.3 7,992 20.8

総数 47 100.0 527 71.2 38,355 100.0

内　訳

松阪市 三重県 全国

実人数

（人）

年齢調

整死亡

率

(％)

実人数

（人）

年齢調

整死亡

率

(％)

実人数

（人）

年齢調

整死亡

率

(％)

実人数

（人）

年齢調

整死亡

率

(％)

実人数

（人）

年齢調整

死亡率

(％)

実人数

（人）

年齢調

整死亡

率

(％)

R2 1 0.54 ‐ 1 1.02 17 0.82 10 1.17 7 0.55

R3 10 5.14 7 9.12 3 2.67 158 7.81 102 12.51 56 4.55

松阪市 三重県

年度

死亡数 男性 女性死亡数 男性 女性

＊三重県ホームページ 「令和３年三重県の人口動態」より引用（令和 5 年 6 月 2 日アクセス） 
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４〕死産 

妊娠満 12 週（妊娠第４月）以後の死児の出産を死産といい、令和 3 年に届出のあった死産数は

17 胎、死産率は 16.8％であった。 

 

図 15．死産の推移 

５〕周産期死亡 

令和 3 年の周産期死亡数は、2 件（妊娠満 22 週以後の死産 2 胎、生後１週未満の早期新生児

死亡 0 人）、周産期死亡率は、2.0％であった。 

 

図 16．周産期死亡の推移 
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６〕乳児死亡 

令和３年の乳児死亡（生後１年未満の死亡）数は 1 人であった。 

 

 

表 1４．乳児死亡の推移（人） 

 

 

 

 

 

図 17．乳児死亡と乳児死亡率の推移   
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７〕婚姻と離婚 

令和 3 年の婚姻数は 571 組、婚姻率は 3.6 であり、離婚数 235 組、離婚率は 1.5 であった。 

 

表 1５．婚姻数・離婚数の推移（組） 

     

 

図 18．婚姻率の推移 

 

図 19．離婚率の推移 
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【参考資料】地区別人口一覧 

 

 

 

計 男 女 年少人口 生産年齢人口 老年人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口

第一 2,704 1,223 1,481 1,337 252 1,399 1,053 9.4 52.3 39.3 39.3

第二 2,658 1,175 1,483 1,495 187 1,353 1,118 7.1 51.4 42.5 42.5

第三 5,708 2,697 3,011 2,712 733 3,291 1,684 13.0 58.2 29.8 29.8

第四 11,202 5,507 5,695 5,516 1,505 7,378 2,319 13.6 66.5 20.9 20.9

幸 4,301 1,975 2,326 2,036 503 2,246 1,552 11.8 52.7 36.4 36.4

東 3,203 1,532 1,671 1,698 421 1,837 945 13.3 57.9 29.8 29.8

神戸 11,134 5,447 5,687 5,411 1,577 6,759 2,798 14.3 61.3 25.4 25.4

松江 4,944 2,378 2,566 2,354 551 2,794 1,599 11.3 57.1 32.7 32.7

朝見 1,914 932 982 857 206 1,005 703 10.9 53.0 37.1 37.1

伊勢寺 3,526 1,679 1,847 1,547 371 1,768 1,387 10.6 50.6 39.7 39.7

機殿 1,175 576 599 493 105 573 497 9.0 49.3 42.7 42.7

花岡 24,686 11,838 12,848 11,822 3,168 14,734 6,784 13.0 60.3 27.8 27.8

松尾 5,171 2,595 2,576 2,128 589 3,254 1,328 11.5 63.6 25.9 25.9

阿坂 1,823 880 943 764 159 883 781 8.8 48.9 43.3 43.3

港 4,228 2,089 2,139 1,942 430 2,436 1,362 10.3 58.2 32.5 32.5

松ヶ崎 1,379 670 709 667 80 736 563 5.9 53.9 41.2 41.2

西黒部 1,961 937 1,024 836 162 1,010 789 8.3 52.0 40.6 40.6

東黒部 1,118 509 609 498 94 546 478 8.5 49.3 43.2 43.2

宇気郷 126 58 68 86 2 42 82 1.6 33.7 65.7 65.7

大石 1,403 664 739 703 112 687 604 8.1 49.5 43.5 43.5

茅広江 642 317 325 272 65 313 264 10.2 49.2 41.5 41.5

射和 3,292 1,569 1,723 1,476 378 1,834 1,080 11.6 56.3 33.1 33.1

漕代 1,873 894 979 823 159 997 717 8.6 53.8 38.7 38.7

大河内 1,855 885 970 819 173 897 785 9.4 48.8 42.7 42.7

櫛田 3,809 1,849 1,960 1,657 422 2,062 1,325 11.2 54.7 35.1 35.1

徳和 11,856 5,774 6,082 5,697 1,339 7,695 2,822 11.4 65.6 24.0 24.0

計 117,691 56,649 61,042 55,646 13,743 68,529 35,419 11.8 58.8 30.4 30.4

宇気郷 113 53 60 70 7 29 77 6.3 25.9 68.8 68.8

中郷 899 423 476 441 67 408 424 7.5 45.8 47.6 47.6

豊地 3,160 1,553 1,607 1,387 306 1,676 1,178 9.8 53.6 37.7 37.7

中川 9,880 4,736 5,144 4,417 1,478 6,051 2,351 15.1 61.9 24.0 24.0

豊田 2,619 1,234 1,385 1,102 347 1,361 911 13.4 52.5 35.1 35.1

中原 2,689 1,310 1,379 1,233 279 1,369 1,041 10.5 51.4 39.1 39.1

計 19,360 9,309 10,051 8,650 2,484 10,894 5,982 13.0 56.8 31.2 31.2

米ノ庄 2,693 1,257 1,436 1,181 436 1,504 753 16.4 56.4 28.2 28.2

天白 6,483 3,135 3,348 2,769 1,079 4,214 1,190 16.8 65.7 18.5 18.5

鵲 2,014 973 1,041 884 226 1,181 607 11.3 59.2 30.4 30.4

小野江 3,730 1,851 1,879 1,641 587 2,297 846 15.9 62.2 22.9 22.9

計 14,920 7,216 7,704 6,475 2,328 9,196 3,396 15.8 62.3 23.0 23.0

深野 880 442 438 382 77 408 395 8.8 46.8 45.3 45.3

横野 450 211 239 208 38 199 213 8.5 44.7 47.8 47.8

下仁柿 201 104 97 109 7 93 101 3.5 46.7 50.8 50.8

上仁柿 221 114 107 111 8 95 118 3.7 43.4 53.9 53.9

有間野 307 139 168 166 23 142 142 7.6 46.7 46.7 46.7

向粥見 428 216 212 221 26 212 190 6.1 50.0 44.8 44.8

粥見 1,768 841 927 762 173 870 725 9.9 49.7 41.4 41.4

計 4,255 2,067 2,188 1,959 352 2,019 1,884 8.4 47.9 44.7 44.7

宮前 1,426 674 752 673 138 643 645 9.8 45.5 45.7 45.7

川俣 867 413 454 495 21 329 517 2.4 38.3 60.2 60.2

森 492 237 255 271 20 196 276 4.1 40.2 56.7 56.7

波瀬 412 186 226 254 4 108 300 1.0 26.5 73.5 73.5

計 3,197 1,510 1,687 1,693 183 1,276 1,738 5.8 40.3 54.9 54.9

159,423 76,751 82,672 74,423 19,090 91,914 48,419 12.1 58.2 30.7 30.7松阪市

高齢化率(%)

本

庁

管

内
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地区

住民基本台帳による

人口（令和4年10月1日現在） 世帯数
年齢３区分別人口（人） 年齢３区分別構成割合（％）
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